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れぞれストレス下条件、コントロール条件の 2 回、それぞれの条件間に 1 週間以上の間隔を空けて参
加してもらった。ストレス下条件では、実験室でヒトにストレスを負荷する方法として提唱されてい















「ドアから 1m 以内での滞在」、「実験場所内の注視・探索」する時間が有意に減少した(すべて p<0.01)。
一方で不快刺激呈示時には「立位」、「ドアから 1m 以内での滞在」、「ドアへの注視・探索」、「鳴
き声（whine、bark）」が有意に増加し「頭を床につけて臥位」の姿勢をとる時間が有意に減少した
（bark のみ p<0.05、それ以外は p<0.01）。 
 心拍変動解析の結果、快刺激呈示時にはベースラインと比較して有意な SDNN の低下（p<0.05）が
見られたが、mean RRI および RMSSD には変化が認められなかった。一方、不快刺激呈示時にはベー












かった。またストレス条件下で SDNN と飼い主を注視する時間、1 日あたりに飼い主と過ごす時間と
の間に正の相関傾向（それぞれ p=0.12、p=0.14）、コントロール条件において RMSSD と飼い主がイ
ヌを注視する時間やイヌが panting をする時間との間に負の相関傾向（それぞれ p=0.06、p=0.09）、







のみの低下、不快刺激呈示時には RMSSD のみの低下が観察された。SDNN の低下は、心拍の上昇や
RMSSD の低下を伴う場合にはストレスと関連して起こることが報告されている一方で、快刺激呈示
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時に RMSSD の上昇を伴う SDNN の低下が観察されたことを報告する先行研究も存在する。今回の結
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拍変動は姿勢の影響を除外するために各刺激呈示時に 15 秒同じ姿勢を維持している箇所を記録した




「ドアから 1m 以内での滞在」、「実験場所内の注視・探索」する時間が有意に減少した(すべて p<0.01)。
一方で不快刺激呈示時には「立位」、「ドアから１m 以内での滞在」、「ドアへの注視・探索」、「鳴
き声（whine、bark）」が有意に増加し「頭を床につけて臥位」の姿勢をとる時間が有意に減少した
（bark のみ p<0.05、それ以外は p<0.01）。 
 心拍変動解析の結果、快刺激呈示時にはベースラインと比較して有意な SDNN の低下（p<0.05）が
見られたが、mean RRI および RMSSD には変化が認められなかった。一方、不快刺激呈示時にはベー




のみの低下、不快刺激呈示時には RMSSD のみの低下が観察された。SDNN の低下は、心拍の上昇や
RMSSD の低下を伴う場合にはストレスと関連して起こることが報告されている一方で、快刺激呈示
時に RMSSD の上昇を伴う SDNN の低下が観察されたことを報告する先行研究も存在する。今回の結





 続く第 2 章では、心拍変動解析を用いたヒト‐イヌ間の不快情動伝染の有無を調べた。一般家庭で
飼育されている健康なイヌおよびその飼い主を対象に行った。イヌ－飼い主ペアにはそれぞれストレ
ス下条件、コントロール条件の 2 回、それぞれの条件間に 1 週間以上の間隔を空けて参加してもらっ
た。ストレス下条件では、実験室でヒトにストレスを負荷する方法として提唱されている Trier Social 






めに time-bin を 15 秒として飼い主とイヌの mean RRI、SDNN、RMSSD の相関分析を行った。さ












またストレス条件下で SDNN と飼い主を注視する時間、1 日あたりに飼い主と過ごす時間との間に正
の相関傾向（それぞれ p=0.12、p=0.14）、コントロール条件において RMSSD と飼い主がイヌを注視
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 今回の研究により、1）心拍変動解析を 15 秒という時間単位で計算した場合でも、イヌの情動の変
化を評価することが可能であることが示された、2）この指標を用いて、飼い主からイヌへの情動伝染
を調べたところ、年齢が高く飼育期間が長い場合は、両者の心拍変動の指標が高い相関を示し、情動
が伝染した可能性が示された。ヒトからイヌへの情動伝染の存在が示唆された理由として、情動伝染
の進化的起源が「進化の早い段階で起こり、それが保存されてきた」ことに起因すると考えられるが、
イヌとヒトは 3～4 万年に及ぶ共進化をしてきたとの報告もあり、今回の結果はヒトとイヌの共生の特
殊性に支えられているのかもしれない。今後、他の動物種を用いた異種間で情動伝染が成立するかを
検討することにより、上記の点が明らかになることが期待される。このような条件を統制し、微細時
間における自律神経系の情動評価によって、飼い主からイヌへの情動伝染が示されたことは、世界初
であり、動物共生科学にも資する重要な知見となった。このことから、本研究は、博士（獣医学）の
学位を授与するのにふさわしい業績と判断した。 
 
 
